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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい。
怒りの４月、各地で多彩な行動が続々
●「１年の消費税額は？」クイズで宣伝、116人が署名〈名勤生協労組〉
名古屋市の名勤生協労組は4月12日、藤が丘店頭で『消費税増税反対宣伝行動』をおこないました。みかわ市民生協労組も同日、諏訪店で宣伝行動をしており、統一行動が実現しました。
これまでは「増税反対・賛成」のシール投票で対話をしていましたが、消費税をわかりやすく知ってもらうためにクイズを用意しました。消費税が導入されて20年目のため、20歳以下は、もはや消費税は当たり前ですが、総額表示になったために消費税を知らないという小学生も出てきました。「現在、消費税は何％？」の問いには、ほとんどの大人は消費税の税率を答えられましたが、ある親子に質問したところ、小学生の息子が消費税の税率を知らないことに驚く親もいました。また「消費税が導入されて何年？」と質問をすると、20年目になることに驚く声も聞かれました。

「年間の消費税の支払額は？」として、サラリーマン世帯4人家族、年収680円の場合に、どれぐらいの消費税を納めているかを聞きました。この質問には3択の、①年間５万円（月4000円）、②年間12万円（月１万円）、③年間17万円（月1万4000円）。答えは③ですが、10％になれば２倍の約34万円になり、「どれだけ消費税を納めているかを意識していない」というのが多くの組合員の感想で、額の多さに驚いていました。

　クイズ形式にすることで、消費税についての対話が弾み、多くの組合員が署名に応じてくれました。「おやっ」と思わせる工夫をすれば、対話も面白いようにはずむことがわかりました。署名も116人分が寄せられました。

●増税反対・後期高齢者制度廃止で計２９０署名＜宮崎・延岡＞
　延岡民商は４月20日、お大師祭りで行動。４月の年金から差し引かれたばかりで「(署名)貸してみね。書いてやるが」と画板ごと引き寄せて署名してくれた女性や｢自分は80歳じゃが、年金からさっそく引かれちょった。腹が立つね～｣と怒ってペンを持つ人、「私はそこに住んでいるんだけど」とシャッターの閉まった店舗を指差し、「去年テナントが出て行って家賃収入がなくなった。それでも少ない年金から引かれて不安でしょうがない｣と訴える高齢の女性など、次つぎ署名してくれました。また「ありがとう、頑張ってね｣とのねぎらいの言葉も寄せられました。
２つの署名で２９０人以上が集まり、ビラは５００セットを配布しました。
●「国会で座り込みたい｣の声も　　　　　　　　　　　　＜愛知・南＞

　愛知・南民商が「ゼロの日」として、スーパー・バロー前でとりくんだ４月２０日の宣伝。「どこまで私たちから税金をとれば気が済むのかしら」と30代の女性も駆け寄ってきて、「数百兆円もの消費税を払わされても国民に何もいいことはないよね」署名してくれました。「怒りがおさまらない。東京へ行って国会の前で座り込みたい」という女性や、バス待ちの高齢の男性は「昔、レッドパージにあって乗り越えてきたが、わがままな国政はいつまで続くのか」と話していました。短い時間でしたが、署名は１００％応えてくれました。

●中央でも社保協と合同で７団体が宣伝行動

　中央各界連は中央社保協といっしょに４月２４日、ＪＲ新宿駅西口で７団体が行動しました。全商連副会長の西村さん、なくす会事務局長の梅村さん、保団連事務局員の小林さん、年金者組合副委員長の松岡さん、中央社保協事務局員の石川さん、新婦人中央委員の上野さんの６人が訴えました。各弁士は消費税が大企業・大資産家減税に使われたこと、年金財源のため定率減税廃止と高齢者の負担増がおこなわれたのに４分の１しか繰り入れられていないことを批判し、後期高齢者医療制度の即時廃止とこれ以上の消費税・庶民増税はやめさせること、総選挙で増税勢力に審判を下すことを呼びかけました。中高年の女性が署名した後も話しこんでいくなど、対話が広がりました。
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※各地の行動結果、ニュースなどを送ってください。















